
SDGs×DX実践事例発表会

「いるま官民共創まちづくりシンポジウム」

～つながりで創る入間の未来～
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入 間 市 に つ い て
基 本 情 報

⚫人口は約14万5千人

⚫狭山茶の主産地

「色は静岡、香りは宇治よ、

味は狭山でとどめさす」

⚫令和４年5月SDGs未来都市に選定

入間市マスコットキャラクター「いるティー」

入間万燈まつり
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入 間 市 に つ い て

企業立地の状況

⚫ 未来を見据えた多様なニーズに対応する新産業団地、
「SDGｓ産業団地」の創出

三井アウトレットパーク 入間

株式会社 中村屋 武蔵工場

⚫ 株式会社industia（生産用機械器具製造業）

⚫ カネパッケージ株式会社（パルプ・紙・紙加工品製造業）

⚫ 首都圏アグリファーム株式会社（農業）

⚫ 株式会社テラダイ（非鉄金属製造業）

⚫ 株式会社小金井精機製作所（輸送用機械器具製造業）

⚫ 株式会社トコウ（金属製品製造業）

⚫ 株式会社ホレスト（道路貨物運送業）青梅IC北側地域 新産業団地構想

⚫ 超微細加工技術等によるものづくり集団「チーム入間」や、
地域未来牽引企業など技術力の高い企業が集積

⚫ 県内有数の大型商業施設が立地しているほか、大手企業の
食品工場も多く誘致



背景
～入間市の取り組み～
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⚫ 入間市は、2030年のSDGs達成に向けて、「Well-being」をキーワードに地域資源を生かした取組が認められ、
2022年5月にSDGs未来都市として選定。

⚫ 官民共創により、環境、社会、経済の3側面のバランスが取れたWell-beingなまちづくりを推進している。

SDGs産業団地

経 済

リハビリ交通による健康寿命延伸
「ウェルネス・シティ」の実現

社 会

健康・食品・医療産業の創出による
「スマートヘルス・シティ」の実現

環 境

公民連携の地域新電力による
「ゼロカーボン・シティ」の実現

スマート農業 デマンド交通 リハカート ゼロカーボン協議会 食品ロス削減
スタートアップ
との連携
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⚫ 2023年12月20日、入間市はボランティア・ベンダー協会、株式会社八洋の3者で「入間市SDGs応援自動販
売機設置に関する協定」を締結。

⚫ 自動販売機設置者、飲料メーカー、株式会社八洋の3者が飲料1本の売上につき1円ずつの計3円を、市の
SDGs推進に資する取組に寄附する募金型自動販売機を設置する内容となっている。

協定締結式の様子 入間市SDGs応援自動販売機第1号（設置者：株式会社エスケイメカニクス様）

掲示内容
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⚫ SDGsの達成に向けた取組や普及啓発を行う意欲のある企業、団体等を「入間市SDGsパートナー」として認定
し、取組を見える化する宣言制度を2023年12月から募集開始。

⚫ 2024年9月27日現在、計41者の企業・団体等がSDGs取組宣言をし、パートナーに参加している。
⚫ また、パートナーには、市内におけるSDGs推進の機運醸成を目的に構成したプラットフォーム「いるまSDGsラボ」
にも参加いただいている。

入間市SDGsパートナー第1弾
認定の様子
（2024年4月11日 入間市
SDGsパートナー証贈呈式）

入間市SDGs
パートナー証



行政手続き・防災・福祉・
教育・農業など
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入間市金融団

地域通貨関連企業入間市ゼロカーボン協議会

R5.4.4

「いるまDX推進ラボ」が、
地域DX推進ラボ第1弾選定地域に選出
R5.6.28

経産省より地域DX推進ラボ選定証授受
R5.7.14

いるまDX推進ラボ
キックオフシンポジウム開催

その他
⚫ いるまeスマイルチケット
（電子商品券事業）

⚫ アイデアコンテスト
⚫ サスティナブルウォーク

「いるまいる」
⚫ DX商談会 など

R5プロジェクト

地域課題に応じたプロジェクト
を随時追加
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⚫ 令和5年2月1日に導入したEV10台のうち、正面カーポートの2台について、平日日中は公用車として、平日夜間及び土日祝
日は市民等が利用できる「EVシェアリング事業」を開始。

⚫ 市役所駐車棟屋上に太陽光発電設備を設置し優先的にEVへ供給。
⚫ 災害等により停電となった場合に、EVを避難所等へ派遣する非常用電源として活用することで、地域の防災レジリエンス強化
を図っている。



◆ 再生可能エネルギーを中心に据えた地域課題の解決及び地域循環経済の推進
並びに地域の活性化に資する事項

◆ 再生可能エネルギーの活用及び利用促進に資する事項
◆ 省エネルギー化の推進に資する事項
◆ 温室効果ガスの排出抑制に資する事項
◆ エネルギー支出の地域外への流出抑制に資する事項
◆ 「入間市ゼロカーボン協議会」の事業推進に資する事項
◆ その他両者で協議の上、協働すべきとした事項

⚫ 入間市ゼロカーボン協議会において協議し、地域企業や金融機関の連携・出資により、令和6年3月13日に「いるまe-MIRAI株式会社」
が設立された。

⚫ 3月19日には、入間市におけるゼロカーボンシティ実現に向けて、地域課題の解決及び地域循環経済の推進並びに地域の活性化に資する
様々な事項を包括的に協働することを目的として、同社と「脱炭素社会の実現に向けた包括連携協定」を締結。

●入間市ゼロカーボン協議会設立
▼

●入間市ゼロカーボン協議会に３つの部会（需要家開拓部会、
再生可能エネルギー供給部会、ファイナンス部会）を設置

▼
●市内関係団体や金融機関とともに地域新電力の創出
について協議

▼
●地域企業・金融機関の出資により、

「いるまe-MIRAI株式会社」設立
▼

●市といるまe-MIRAI株式会社において、
「脱炭素社会実現に向けた包括連携協定」を締結

連携イメージ設立経緯

連携内容
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スペシャルムービー公開中！

入間市 パーパス 🔍検索

心豊かでいられる、「未来の原風景」を創造し伝承する。



入間市のパーパス実現に向けた環境経済政策（全体像）
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入間市のパーパス実現に向けた環境経済政策（全体像）

GX
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入間市のパーパス実現に向けた環境経済政策（全体像）

GX

14

入間市のパーパスに共感する民間企業や団体から
事業提案を広く受け入れ、行政に横展開

官民でのSDGs達成に向けたパートナー
シップにより、取組を後押し

市民・企業のDXやGXに向けた
取組を経産省とともにサポート

（いるまSDGsラボ）



「いるま官民共創まちづくり
シンポジウム」について
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⚫ 市民・企業・学校・行政等各主体が連携し、一体となってまちづくりを行っていく機運を醸成することを目的として、令和6年9月28日（土）
に、「いるま官民共創まちづくりシンポジウム」を開催。

⚫ 入間市の目指すまちづくりに関する市長講演をはじめ、基調講演、共創パートナーの事例発表及びパネルディスカッションを通じて、来場者に
「ウェルビーイングとはどういったことか？」、「どういった官民の連携が可能か？」といったことを共に考え、共感してもらえる機会を創出。

⚫ また、市内の小中学生とともにSDGsについて考える機会として、「いるまSDGs4コマ漫画コンクール」を実施し、当日に表彰式を開催。

いるま官民共創まちづくりシンポジウムチラシ

プログラム概要

⚫市長講演「官民連携に力を入れている理由」

⚫基調講演「DX・官民共創が生み出す地域の未来」

経済ジャーナリスト/イノベディア代表 内田 裕子氏

⚫事例発表/パネルディスカッション

「eスポーツの可能性」

「自分にもできた！SDGsの取組」

入間市スポーツアンバサダー 園部 日向氏

未来の子どもたちへの夢プロジェクト参加代表生徒
（藤沢中学校、上藤沢中学校）

株式会社スタジオスポビー代表取締役 夏目 恭行氏

「人と地球の健康を創造する観点からウェルビーイングを考える」

パネルディスカッション「取組を広めるためにはどうする？」

⚫いるまSDGs4コマ漫画コンクール 表彰式

展示ブース一覧

いるまSDGs4コマ漫画コンクール
展示

SDGs宣言の展示
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◆ 地域の有志の方々（「元気が出るふじさわ未来ネット」）と行政が連
携して取り組んだ市民提案型協働事業

◆ 藤沢中学校・上藤沢中学校・日々輝学園高等学校の生徒たちと共に、
生徒自らがSDGsを自分事として考え、未来のこども達に安心して過ご
せる社会を提供するための活動を地域に提案した

活動の様子

実践活動報告会
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パネルディスカッション

事例発表

基調講演
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いるまSDGs4コマ漫画コンクール展示展示ブース



⚫ 令和４年度、経済産業省事業「FORWORD」により、「市民・事業者との共創によるゼロカーボンシティの実
現」をテーマとして実証実験を実施。

⚫ 令和５年度より、地域一体となって市民の脱炭素に向けたライフスタイルの転換を促進するため、スマートフォン
用アプリ「SPOBY（スポビー）」を導入し、「サスティナブルウォーク いるまいる」を実施。

⚫ 日常の生活における移動を、徒歩・自転車に転換することで脱炭素ポイントを貯め、協賛店舗の抽選に参加。
楽しみながら行う脱炭素に向けた行動変容を促進し、地域一体となってゼロカーボンシティを目指す。
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令和4年度イノベーション
の社会実装に向けた地域
成長産業共創事業の一環
としてスタートアップを
募集

SDGs官民連携事例⑤（いるまDX推進ラボ） 脱炭素型ライフスタイル促進事業
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いるまSDGs4コマ漫画コンクール表彰式の様子

⚫ 応募総数87作品（小学生38、中学生49）
⚫ うち25作品を表彰

市長賞2、教育長賞2、
協賛企業賞6、
いるまSDGs賞（入選）15

⚫ 未来を担う子どもたちがSDGsに関する社会課題を主体的に考え、創作を通じて、自らの意見を効果的に伝える
力、社会と繋がる学びや経験を得る機会の創出を目的として実施した。

⚫ また、子どもたちの作品に触れた大人たちがSDGsを考え、行動するきっかけとし、入間市全体のさらなる持続可
能なまちづくりの推進をねらった。
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⚫ 賞品は、再利用の西川材で製作されたタブレットスタンドなどを用意した。

入間市長賞、入間市教育長賞、協賛企業賞
木製タブレットスタンド

いるまＳＤＧｓ賞
タッチペン



入間市 企画部 企画課
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ご清聴ありがとうございました


